世界に散った龍蛇族よ！2
この血統の下その超潜在能力を結集せよ-浅川嘉富
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序文　※掲載写真はHPよりの参考資料
第１部　龍たちは､なぜ今､この時を待って､動き始めたのか！？-ニュージーランド・探索と祈りの旅
第1章 5000年間､龍を世話し守り続けてきた､ワイタハ族ルカファミリーのトップは､｢今がその時｣だと言った…
第2章 レムリア(ムー)文明とワイハタ族－その源流はシリウスからやって来たレプテリアン(龍)！
第3章 シリウス､プレアデス､オリオン､金星そして地球･天皇家へ―ワイハタ族が保持する壮大な宇宙史！
第4章 結界に閉じ込められた龍神たちを救い出すシークレット・ジャーニー　
第5章 龍蛇族への旅はさらにレムリア(ムー)･アトランティスへと導かれていく……
第6章 ワイタハの秘儀伝承者とシリウス星人とのコンタクト―88か所のボルテックス(超エネルギースポット)は､シリウスへの次元の扉か!?

第7章 シークレット･ジャーニーでのクライマックス－｢龍の巣｣におけるセレモニー

第8章 地球アセンションへの祈りのセレモニーは､こうして成就した……

第9章 2011年のストーンクロック(石の時代)からウォータークロック(水の時代)への大転換期には､水の天変地異が起こる!?

第２部　中南米龍蛇族“オシュラフンティク”“ボロムペル”探索の旅
第10章 古代中南米の神ケツァルコアトル､ククルカンの正体は､オシュラフンティク(龍蛇族系宇宙人)だった！
第11章 地下世界を司る“ボロムペル”-遺跡を通して､いよいよ龍神的生命体と出会う！
第12章 マヤ神話の謎は､龍蛇族系宇宙人の存在によってはじめて解ける！
第13章 壁龕のピラミッドに見る古代マヤの叡智
第14章 イサバ遺跡で見た龍神系宇宙人の絵文字
第15章 龍蛇族系､レプリアン系の家系を誇りとするモニュメントの数々……
第16章 龍神･オシュラフンティクの降臨の姿を確認する!
第17章 マ文字の解読は､龍蛇族のさらなる確証へとつながっていく……
第18章 過去世が結びつけた学校建設の縁!
エピローグに代えて
第１部　龍たちは､なぜ今､この時を待って､動き始めたのか！？-ニュージーランド・探索と祈りの旅

第1章 5000年間､龍を世話し守り続けてきた､ワイタハ族ルカファミリーのトップは､｢今がその時｣だと言った…
・中谷淳子､鈴木美穂
・ワイタンギ(聖地､｢龍が涙を流した地｣の意)条約の地
・ワイタハ族のテ・ポロハウ・ルカ・テ・コラコ長老⇒ワイタハ族のあとにマオリ族が移住
・ルカファミリー(ルカ一族)
・龍､刺青は民族性を表す一つの文化､習慣

・長老はチャクラ､ボルテックス(エネルギーが集合し渦状にたった)､特に宇宙につながるものを開く訓練

・マイク･クエンシーとサ・ルー・サ
第2章 レムリア(ムー)文明とワイハタ族－その源流はシリウスからやって来たレプテリアン(龍)！
・1万数千年前にムー大陸が海底に沈み､長大な歴史を持つレムリア文明(ムー文明)が滅亡したあと､一族の遠い祖先は海を渡りシリアを経由してエジプトの地に逃れた｡
・その後､エジプトの地には数千年にわたって留まり､初期のエジプト王朝時代(古王朝期)には王政にも参加したようだ｡その後､エジプトはワイタハ族の中のメレルカ一族が統治することを望んだために､ルカファミリーを中心とした人々はその地を離れ､新天地を求めてユーフラテス川を渡って､ニュージーランドにやって来ることになったという｡
・現在ニュージーランドに住んでいるワイタハ族はおよそ1万8000人､マオリ族は20万人｡ワイタハ族の中で中心的な役割を果たしているのがルカと呼ばれる一族｢ルカファミリー｣でその数およそ1万人｡ファトゥクラをトップとし､それぞれ役割分担されている｡
第3章 シリウス､プレアデス､オリオン､金星そして地球･天皇家へ―ワイハタ族が保持する壮大な宇宙史！
･おおいぬ座シリウスの一つの惑星に高次元生命体(おそらく5次元に近いのではないか)
・光のように輝くドルフィンに似た生命体が住んでいた｡
彼らは人間型生命体(ヒューマノイド)で頭部と胴体､手足､耳はなく､目は人間のそれより大きく､手足の先はヒレ状だった｡
・シリウスは二つの太陽を持つ連星系であるが､彼らが住む惑星の属していた恒星がある時から活動が弱まり始め､太陽としての機能が低下してきた｡そのため､気温が低くなり､他の星に移住することになった｡長老の言によると､彼らの遠い祖先が属していたのは太陽Ｂ(小さなシリウス､地球と同じくらいの大きさ)
・いくつかの候補が選ばれ､彼らは3次元的世界での学びを欲した｡地球に向かって派遣された先遣隊の情報によると､140世代(※×30年？)待つ必要がある､とのことだった｡
･シリウスＢの衰退がそれほど待てる状況ではなかったので､３機の超巨大母船(α､β､γ)におよそ100万の生命体を乗せ､第一陣がシリウスを離れた｡
・龍は彼らの守護神だった｡そして､現在地球に高次元的存在として生息している｡
・オリオン座(ミンタカ･アルニラム･アルニタカ)⇒プレアデス星団⇒お世話役､龍たちと交流し続けることができるようにしておくための人々を育成した｡それがルカファミリー⇒140世代(※１世代は100年？)を過ごしたあと､いよいよ地球へ⇒中には金星に立ち寄りしばらく４次元世界で過ごした人たちもいた｡｢メレルカ(シリウスの滅び行く太陽を離れ､途中で金星に立ち寄ったルカファミリー)｣
・地球に降り立ったシリウスからの生命体は当時の地球の状況から先ず海で生きることを選び､自分たちの姿に似ているドルフィンへと変容することとなった｡一部は別の生命体である爬虫類や恐竜の肉体の中に入っていったものもあったようだ｡ある特殊な波動の音を出すことによってドルフィンの波動を上げ､人間の肉体へと変容を遂げることができたようである｡中にはそのままドルフィンで居続けるものもいたようだ｡⇒ハーミットドルフィン　サークリット『イルカのページ』　他､人間と交流するイルカたち
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・シューマッシュ族(北米先住民)も同じ宇宙船で飛来｡
・黒､赤､黄､銀色の龍を守護霊とする４系統の人々

ドゴン族､アボリジニ､ケルト族､天皇家

・1924.11にワイタハ族はマオリ族と共に来日､昭和天皇に謁見｡1926年ウイレム･ラータナが天皇に謁見｡
・2011.3来日｡長老たちは皇居にも立ち寄る｡
・シリウス星人の地球移住に同行したのが､守護霊的な役割を果たしていた龍たち｡今もなお世界各地に散ったシリウス系の人々をその地で守っている｡最近では奇跡の無農薬リンゴで有名になった､木村秋則さんの体験が本になっている｡
・ワイタハ族の長老ポロハウ長老は３才のとき､ルカ一族のファトゥクラであった祖父が112才で亡くなる数日前にその体から抜け出た龍の姿を見ている｡抜け出る瞬間の姿は小さく､シルバードラゴンが上空に向かうにつれ虹色に変化し輝いていくのが見えたという｡水晶をぶつけ合うときのように澄んだきれいな音色が辺りを包んだそうだ｡流体は次第に大きくなり､どんどん伸びて天に向かって上昇していったという｡
・龍の１世代はおよそ2000年､守護していた人が亡くなるとすぐに新たに誕生する赤子の肉体に宿り､守護の役目につく｡すべてに龍の守護霊がつくわけではなく､およそ40％ぐらい｡
・人間は創造主に属し､その守護霊たる龍は神界に属する｡
・人間の魂は死後３日ほど肉体にとどまるが､龍は瞬時に抜け出て新たな役目につく｡長老の祖父は亡くなった後､長老の補佐のため､しばらく地上界にとどまったあと(長老が９才に)､輪廻を終えたので､シリウスに向けて旅立って行かれたという｡
・ポロハウ長老は死者の霊を見ることは日常的であるらしく､この日も伯父にあたる方の霊が死を間近にして一時的に肉体を離れて出現して来ているのを見ている｡
・夜は死によって完全に肉体を離れた魂があの世に旅立つにはどうしたらよいのか聞きに来たという｡
｢光の存在(龍)に導かれてついていけば大丈夫だ｣と話したという⇒翌朝､奥様から亡くなったという連絡が入った｡
第4章 結界に閉じ込められた龍神たちを救い出すシークレット・ジャーニー　
・1967年､ポロハウ長老が青年のころに代々残されている古文書等と照らし合わせるためエジプトを旅した｡
・長老に代わって兵士が写してきた写真を現像してみると､アラビア語でメレ・ルカ(金星のルカ)と書かれていた｡それは紀元前3000～2500年頃の古王国時代初期のファラオの名に添え書きされていたものだった｡
・兵士の上司はワイタハ語の中に古代エジプトの言語がしばしば出てくることに興味を示したという｡
・ファトゥクラを務める前にモコイア島に渡り､断食と清めの後､聖なる道を通って､天とつながる儀式を行う習わしがある｡
・ニュージーランドには翼のある龍が多い｡4000体に及ぶ龍が今もなおアトランティスを崩壊に追い込んだ邪悪な存在によって閉じ込められているという｡そうした龍たちを救うことはワイタハ族だけではなく､いろいろな縁とパワーある人の祈りの力が必要だった｡
・日本にはランクの高い｢黄金の金龍｣が棲むという｡
・タマ･アロランギ湖での祈り
第5章 龍蛇族への旅はさらにレムリア(ムー)･アトランティスへと導かれていく……
・オハクネの町に寄り道－ワイタハ族のマラエ(集会所･龍の休憩所)がある町
・ワンヌガイ川流域の人々は自分たちの歴史と伝統･文化を忘れないように､毎年１月５日から２週間にわたって川上から河口までを川下りする習慣を持ち続けているようだ｡｢ラータナ(太陽族)の式典｣－首相や国家の主だった人々も参加｡ワンヌガイにあるマラエはタフポティキ･ウイレム･ラータナが皇室を訪問した際(1924年)に天皇家から支援を頂いて造られた教会だった｡(後にも先にも他の国･他民族からの支援はここ以外にはない)
・ウナギの産卵場所とムー大陸･アトランティス大陸の関係
・ニュージーランドでは35年ほど前から電気自動車､電気バス

・国立博物館｢テ･パパ･トンガレワ｣に収蔵されている壺に彫られたウナ･ドラゴンは３本爪､男性性龍､ルナ･ドラゴンは長い鉤爪､女性性龍⇒マノス･ネイサン作の壺に彫った龍

・1894～1989年､1989年に首相ジェフリー･パルマーが先住民の文化や伝統を伝承する行為を禁ずる法律を改正
・レムリア文明⇒シリウスへ　⇔　闇の勢力⇒オリオン系
・最初に地球に来た龍は男女の２体で｢ウエヌク･マイランギ｣(宇宙からやってきた女性の龍の意)と｢ロンゴ･マイランギ｣｡人類が誕生する以前にその後は水中に棲むようになったため､２体の龍から翼が消えた｡シリウスＢの衰退にともなってシリウスを離れたヒューマノイドを守護するために他の龍たちに先だって地上に降り立った特別な龍だった｡やがて長大な歳月が過ぎ､この２体は地球を離れてシリウスに戻ることになる｡⇒この壺はあまり
第6章 ワイタハの秘儀伝承者とシリウス星人とのコンタクト―88か所のボルテックス(超エネルギースポット)は､シリウスへの次元の扉か!?

・1721年６月の夏至の日､ワイタハの人々の島にマオリ族が攻め入る事態が発生した｡マオリ族はポリネシアから来た戦闘的民族だった｡精神性が高くアセンションが可能な状態に近づいていた戦士300人を選んで前線に立たせた｡⇒地球とシリウスとの間に次元の扉が開き､ワイタハ族を守っていた男女２体の龍が再来､テレポートした龍たちは15艘のマオリの船を沈没させ､乗船していたすべての兵士の魂を彼らの故郷の星に送り込んでしまった｡
・ファトゥクラは代々30才までにシリウス星人とのコンタクトが定められていた!⇒３才のときの儀式｢小さな死のセレモニー｣～20才までの生死にかかわる事故からの救援

・30才の誕生日に行われる儀式が終わったあと､５人のシリウス星人たちに､｢時がやって来たので行きましょう｣と誘われて車である山に向かうことになった｡気がつくと､そこは次元の違う全く別の場所､別世界だった｡そこには100人を超す太古の古代人のような姿をしたシリウス星人がおり､イニシエーションの仕方や様々な知識を授けてくれたという｡記憶にはあまり残っておらず､多くは思い出すことができないという｡それは宇宙空間に保管されており､必要なときにはそこにつながって情報を引き出すことができるようになっているようだ｡長老はその時に必要な｢鍵｣を渡されているので､｢心配はありません｣という｡
・異次元体験後､三次元世界に戻されることになるのだが､３時間ほどだと思っていたら１週間が過ぎていて､大変な騒ぎになっていたという｡マオリッツオ･カヴァーロ氏(クラリオン星に連れて行かれた)とベトル･ホボット氏(タジキスタンの宇宙人基地に行った)も､３次元の世界のほうが時の流れが速いようだと語っている｡(※浦島太郎物語､江戸時代の神隠しに会った少年の話)
第7章 シークレット･ジャーニーでのクライマックス－｢龍の巣｣におけるセレモニー

･チチェン･イッツァ(※スペイン語：Chichén Itzá)は1988年に世界遺産に登録されたメキシコのマヤ文明の遺跡｡カスティーヨはマヤの最高神ククルカン(羽毛のあるヘビの姿の神｡ケツァルコアトルのマヤ語名)を祀るピラミッド｡基底55.3m四方､高さ24m(頂上の神殿部分は6m)｡通称の｢カスティーヨ」はスペイン語で城塞の意｡大きな9段の階層からなり､4面に各91段の急な階段が配されていて､最上段には真四角な神殿がある｡階段は､4面の91段を合計すると364段で､最上段の神殿の1段を足すと､丁度365段｡また1面の階層9段は階段で分断されているので合計18段となり､これらはマヤ暦の1年(18ヶ月365日)を表す｡⇒｢暦のピラミッド」とも呼ばれる｡北面の階段の最下段にククルカンの頭部の彫刻があり､春分の日・秋分の日に太陽が沈む時､ピラミッドは真西から照らされ階段の西側にククルカンの胴体(蛇が身をくねらせた姿)が現れ､ククルカンの降臨と呼ばれている｡…
カスティーヨは､2007年7月に､新・世界七不思議の一つに選ばれた｡Wikipediaより)に代表されるマヤのピラミッドが９層構造になっているのも､９層の蜂の巣作りから学んだものだという｡
・マヌカ､ヒイブ､ターファイ･ロウヌイの木の蜂蜜

・幽体離脱後､高次元の肉体を持って自力で母船に帰還することになる…ビジョンを見せられた｡
・長老はこの地(マルイア･スプリングス｢龍の頭｣)に来るとボルテックスのエネルギーが強すぎて肉体の波動が高まり過去とのつながりが強く出てしまう｡そのため､断片的で脈絡のない話をしてしまうことが多いという｡
・長老は｢あの岩の先に進む者は覚悟をしなさい｡その先はシリウスの龍につながっている場所であるからである｡｣というワイタハの古い巻物に書かれた戒めを語った｡６年ぶりという難所を進んだあとで長老は｢この地はワイタハ族の人々だけでなく､今ここに立っているあなた方にとっても聖地であることに変わりはありません｡かつてこの地には､東西南北の龍たちが集まり､魚をとって食べたり休んだりしながら､ワイタハの人々をどのように導き､助けていったらよいかを相談したのです｡…古くは何百万年も前､レムリア文明を切り開いていく人々をどうやって導いていくかを相談した場所でもあるのだ｡彼らが人類にとってのエンジェル的存在になろうと決めたのもその頃だった｣と｡
・滴で身を清めた後､｢龍の巣｣と呼ばれる洞窟へ｡⇒｢感謝と来たるべき地球の一大チェンジと人類のアセンションに向けて､彼ら龍神たちから大いなる助けを頂けるように｣と祈った｡⇒ホテルの部屋で熟睡⇒洞窟でのセレモニーによって得たエネルギーを上手にコントロールできるように潜在意識に働きかける必要があった｡
第8章 地球アセンションへの祈りのセレモニーは､こうして成就した……

・マラキーホー(自然霊)たちが生まれ､世界に散っていく｡
・エジプトの第一ピラミッドと同じ役割を果たす巨岩があった｡
・長老はセレモニーの場所や時間などについては前もって詳しく教えてはもらえ(くれ)ないので時々戸惑うことがある｡しかし､その理由は､前日の夜の睡眠中に肉体を離れた意識が天や龍とつながって､翌日の行動を決めていくことが多いためであるという｡中でも重大な点はこの２週間の行動の中で私(浅川)がどのレベルまで達し､どこまでできる段階に至ったかをしっかり確認することのようである｡
・ワイタハ語でテ･コハンガ･オ･ガ･アトゥア｢変容(アセンション)の地｣｢神とつながる地｣と呼ばれている｡
・祈りの途中､長老が描いた絵は太陽に月､シリウス､地球｡セレモニーの時間を午後１時にしたのはちょうどこの時間帯に地球を挟んで太陽と月とシリウスの位置が三角形になるからだという｡マヤやインカの先住民たちと同様､ワイタハ族の祭祀においても皆､天体との関係が重要視され､自分たちの勝手な都合で行うことはないようである｡
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・今回のアセンションは人類にとって最後のチャンスであることは間違いない｡地球はもはやこれ以上､人間の蛮行と悪想念に耐えられそうもないからである｡ならば､今回は何としても最後のチャンスを活かさないわけにはいかない｡そんな思いをめぐらせながら､アセンション成就の祈りは終わった｡
⇔春分の日､秋分の日の好天のもと､午後1時半～5時頃にはっきりと姿を現す(降臨する)ククルカン

・1967年(45年前)､16人の叡智を持ったグランドマザーたちが集まってある祈りのセレモニーを行った｡…｡彼女たちは輪を作って祈った｡
エネルギーを解放し､シリウスにもどることができますように！
悪の力で長い間､この地に閉じ込められた黄色､赤色､青色､白色､の龍たちが再び飛び立つことができますように！

川や湖で動けずにいる水龍たちもまたイルカと共に泳ぎ始めることができますように！

物質主義に偏重した人々の霊性を目覚めさせて光の世界へと導くために､アカシックレコードを読み解くことができるようになりますように！

そのとき降りた啓示は｢65万年続いた石の時代(ストーンクロック)から水の時代(ウォータークロック)に移る時､あなた方の願いは叶えられるだろう｣

｢その日､その時､あなたたちルカファミリーの本家に当たるマウント･フジのある国から龍の人がやって来て必要なセレモニーを成し遂げ､最後に神の巣の近くに描かれた岩絵を探し出すであろう｡その時こそが心願成就の時である｡その時､伝統の教えにある心の歌に秘められていたワイタハ国のアカシックレコードが開かれ､翡翠の扉が開き､その開口部からワイタハの先師たちの心の歌の一番奥底に隠されていたすべてのスピリットが鳴り物入りで登場するであろう｣⇒それが浅川氏だった｡
・セレモニーには導き役の私(ワイタハ族テ･ポロハウ･ルカ･テ･コラコ長老)とあなたをガードする男性性(トゥファレ･ランギ･ルカ)と女性性が必要だった｡⇒鈴木美穂の役割

・ペトル・ホボット氏は浅川をアマゾンとアンデスでの6回の過去世がすべてシャーマンだと言った｡
・NASAや天文学者は世界各地で目撃されている宇宙船や知的生命体の存在を認めないのか…

・｢死後の世界｣についても同様､死んだら無に帰すといった唯物論敵生命観から､輪廻転生を認めないキリスト教的宗教観に至るまで､我々は真実の世界からはおよそかけ離れて誤った知識を教え込まれて今日に至っている｡
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・しかし､臨死体験や退行催眠といった現代医学的な見地からも､すでに｢死後の世界｣の存在や｢輪廻転生｣の事実は十分に裏付けられているはずである｡⇒医学に携わる学者は？⇒日本書紀､古事記､先代旧事本記､カタカムナ｡ホツマ伝､竹内文書､出口王仁三郎と大本神諭､岡本天明と日月神示へ｡その中に龍が登場⇒神武天皇はじめ､初期の天皇のお姿には角や鱗も
・天皇家と龍の関係

・天照大御神は実在した男性神で奥方の名も残っている

・古事記に登場する竜宮伝説と山幸彦(ホオリノミコト)
・豊玉姫はワニの姿
第9章 2011年のストーンクロック(石の時代)からウォータークロック(水の時代)への大転換期には､水の天変地異が起こる!?

・これから人類はどのような道を歩むことになるのか
①大洪水をはじめとする災害は人間に気づきを与えるものでもあるが､それに気づかず物質的世界観や価値観から離れなれない人々は､地球がアセンションを果たした後､別の銀河の第３次元的世界へ移行することになる｡
②ワイタハの人々は自分の故郷を自覚しているので､アセンションを利用して意図的にシリウスへ帰ることになる｡
③他の人々も覚醒を果たした者はそれぞれ故郷の母星へ帰還する｡ただしその中の一部の魂は再生した地球に戻ってくる｡
④災害を乗り越えて地球に戻った者は､４～５次元的存在となり生まれ変わった高次元の地球で学びを続ける｡
・こうした現象が起きるのは2011年～2015年にかけて
・アセンションを阻止しようとする存在がいることを忘れてはならない｡
・彼らがその目的を達成する上で何より邪魔になるのは人間の意識の覚醒だ｡今起きていることの真実を知り､邪悪なものたちの悪しき目論見が実現しないことを強く念じることが大事｡
第２部　中南米龍蛇族“オシュラフンティク”“ボロムペル”探索の旅

第10章 古代中南米の神ケツァルコアトル､ククルカンの正体は､オシュラフンティク(龍蛇族系宇宙人)だった！
･マヤ族､オルメガ族､トルテカ族(メソアメリカ一帯に住む先住民たち)⇒ククルカン､ケツアルコアトルの神話⇒神々は｢翼のある蛇｣

・ジッシュ(マヤミツバチ)･バラム(豹やジャガー)･ケ(鹿)とはそれらを敬う民族の総称
・フリオ･ロペス博士とマヤ文字の新発見⇒博士とはマヤのアレハンドロ長老来日の際に同行されて､日本で出会った｡
⇒マヤのスピリチュアルガイドのアフキフに尋ねると｢ミツバチと関係が深いのでその道を歩ませるように｣との助言⇒農業技術学校⇒マヤの24部族の中で最も大きく歴史も古いキチュー族の村に出向き技術習得⇒グアテマラで内戦に巻き込まれる⇒マヤの古文書｢マドリッド･コデックス｣の中に｢養蜂の章｣があり､マヤミツバチの生態研究をしていてこの資料にたどりつく(1998年37歳の誕生日に友人が本の数ページをプレゼント)｡
・オルメカ文明のラ･ベンタ遺跡から発見されたステラに対する博士の解説は｢オシュラフンティクという龍蛇族系宇宙人を表しており､彼が手に持っている金属製のケースのようなものは滅亡した人類を再生するためのＤＮＡが入った箱ではないか｣｡
・13⇒オシュラフンティク､９⇒地底世界を司る神､ボロムペル､７⇒両神によって創造された｢最初の２人の人間｣
ツゥルム ユカタン半島 香炉香炉を飾るオシュラフンティク像⇒天からの降臨､右手に密壺､左手にとうもろこしではないか？
・オルメカ遺跡

・チャルカツィンゴ山､デルガト山
・チャルカツィンゴ遺跡探索､1942年に発見｡紀元前９～５世紀ごろの先古典期中期の遺跡(紀元前4000～3000年)
・グアテマラには集団で巣をつくる習性を持ったハリナシバチが33種いてその中のトリゴナアカプルコニスという蜂は地下1～3ｍに巣をつくる｡この巣は９層で上が狭くなる円錐形のピラミッド型で､一番下の層が密壺
第11章 地下世界を司る“ボロムペル”-遺跡を通して､いよいよ龍神的生命体と出会う！
・ボロムペル 遺跡　メキシコ､ゲレロ州にあるフストラワカ洞窟の壁画｡オルメカの支配者を表現しているといわれている
2-6-岩壁に彫られた岩絵
2-7-岩絵､四角い目？知恵や豊穣を表すという｡４本脚の恐竜のよう｡
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2-8-ショチカルコ遺跡の龍のレリーフ
2-9-テオティワカン遺跡の龍の彫像｡口から出ているものは？

2-10-岩絵､龍が口から一人の女性を吐き出し､さらに女性の口から泡となった人間が放出されている｡オシュラフンティクに代表される龍蛇族系宇宙人が人間を創造し､その人間が人類を産み増やしたことを表現しているようだ｡
左下斜め十字が宇宙からきたことを表している｡
・アマテの木の樹皮をはいで溶かし､緑青や切開で目止めをして平らにし､紙を作っていた｡現在残されている絵文書はアマテの樹脂から作られた紙を用いたもの｡
・ショチカルコ遺跡探索､紀元前500年～300年

30ｍも離れているのに話し声がはっきりと聞こえた⇒牧野が池の反響音収集システムと同じ？
24人の像⇒24部族の始まり？

ショチカルコも部族長､あるいは司祭のトップはすべて､自分の名前の最後に必ずケツァルコアトルの一文字をつけ､一族の生みの親がケツァルコアトル神であることを忘れないようにしており､他に移動して身を汚さないために生涯この都市から出ることはなかった｡
・南米ペルー､ブラジル､ボリビア⇒先祖がシリウスやプレアデスの龍蛇族(レプテリアン)につながることを記憶している｡
・サポテカ族とモンテ･アルパン遺跡､ミトラ遺跡
・フェゴ･デ･ペロタ―この遺跡の中に17箇所の球戯場がある｡２組あるいは２人の間で行われた球技は地下世界を司っているボロムベル神から地下世界の知識や豊穣を獲得する許可を得るための神事だったのでは？(ロペス博士説)
・広場の中には２つの建造物があり､北側の大きいほうが祭壇､南寄りの小さな砲弾型(矢じり型)の建物が｢マウンドＪ｣と呼ばれる天文台｡金星の軌道を精緻に観察していた｡
金星の軌道が､この天文台と広場の東側に造られたもう一つの階段状の天体観測所とを結んだ線から､ある一定の範囲に収まっているのだという｡⇒金星の動きを知った上でそれに合わせて広場や建造物が造られた｡
・チチェンイッツァにあるカラコルム(カタツムリ)と呼ばれるマヤの天文台やパレンケにある天文台においても､金星の運行が精緻に観測されていたことを考えると､メソアメリカの人々にとって､金星には重要な意味があったことは間違いない｡ワイタハの長老の言葉｢遠い先祖がシリウスから地球にやって来る途中､その一部が金星に立ち寄った｣
・天体観測者たちは､太陽やプレアデスの運行も観測し､季節の移り変わりを正確に把握して農業に活かしたりする一方で､オリオン座の観測の結果を未来予知に役立てたりもしていたようである｡
・モンテ･アルパン光の棺－広場から見ると､階段状の側壁の上段に穴が開いているのが見える｡５月３日と８月10日の二日間､天上から真っ直ぐ｢光の柱｣が降りてくるように光が差し込む｡⇒ショチカルコ遺跡でも同じ日にそっくりな現象が起きる場所がある｡一般説では種まきや作付の確かな日を知るために造られたとされている｡二日間の夜､穴の真上に来るプレアデス星団を観察するためとか､太陽の黒点を観察するためという説もある｡⇒その日そこに立って手をかざすと手のひらが透けて見える｡
・ミステカ族とサポテカ族

・1300年間という長大な歳月をかけて建設をすすめた巨大門柱などの祭祀用複合建造物
・モンテ･アルパン遺跡に残された｢踊る人々｣｡最古に分類されるピラミッドで､周囲を埋めた300枚以上の巨大な石版には約150人もの子宮や卵巣に異常をきたした女性や性器を切られた男性のレリーフが刻まれている｡｢踊る」とは言われているが､レリーフのほとんどは裸体で目を閉じていたり､体の局所から血を流していたりしているため､｢死体」もしくは｢捕虜」｢拷問」を意味しているのではないかといわれている｡
第12章 マヤ神話の謎は､龍蛇族系宇宙人の存在によってはじめて解ける！
・神話の伝承者であったディキーパーや神官たちが征服者(スペイン人)によって皆殺しにされてしまった｡⇒ステラやコデックスに残された象形文字や絵文字を読み解くしか方法は残されていない｡
古典期(紀元200～900年)以前に残されたとされるコデックスはマヤ族が３冊(マドリッド､ドレスデン､パリ・コデックス)､ナワ族が4冊､トルテカ族が６冊､ミステカ族が9冊､計22冊で､サポテカ族にはステラに残されたものしかない｡
・メキシコ､ゲレロ州にあるフストラワカ洞窟の壁画｡オルメカの支配者を表現しているといわれている｡
・17世紀以降の完全に植民地化が完了した後に世に出たコデックスの中に､マヤ族の｢チランバラン｣や｢ポポル･ヴフ｣､アステカ族の｢キントソウル｣などがある｡
・オシュラフンティク⇒オシュラ･フン･ティクとは｢13という神｣という抽象的な呼び名で登場する｡
第13章 壁龕(へきがん)のピラミッドに見る古代マヤの叡智
･カカシュトラ遺跡(下の写真はアステカ族－イーグルの戦士と足元には龍｡上右写真はトルテカ族－ジャガーの戦士)
・｢鷲の戦士」と｢ジャガーの戦士と足元には龍」が描かれた門｡これはアステカ系の文化圏で広く崇拝されていたモチーフ 
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・エル･タヒン遺跡
・壁龕のピラミッドや神殿の建造に取りかかりはじめた年代は紀元前1000～紀元前400年頃

・壁龕(※西洋建築で､壁・柱の垂直面につくったくぼみ｡彫刻などを飾る｡ニッチ｡四角い窓状の窪み＝龕を持つ)のピラミッドは紀元後600年頃のもの｡
エル・タヒンという名称は､タヒンと呼ばれる12人の老人がこの遺跡に住んでおり､彼らは雷雨の神であるという地元のトトナカ族の神話伝承に由来している｡前述のように現在トトナカ人が近隣に住んでいるためトトナカ人の建てた都市とされてきたが最近の研究の成果に伴いマヤ族と遠い血縁関係のあるワステカ人によって建設されたものではないかという説が有力になりつつある｡




・高さ25ｍで､ユカタン半島先端にあるチチェンイッツァのククルカンのピラミッドとほぼ同じ高さで形もよく似ている｡
・ククルカンピラミッドの９段に対して､｢壁龕ピラミッド｣は６段とその上の神殿からなっている｡各段に造られた｢龕｣の数は１段目が88個､２段目が76個､上段になるにつれて､12個ずつ少なくなっていき､最上段の神殿の壁は特別に16+1＝17個で88+76+64+52+40+28+17＝合計365個｡
正面中央の階段には横に3個の窓×6段＝合計18個でマヤのハーブ暦(1年は365日で18カ月)
・このピラミッドの頭頂部を太陽が通過するのは1年のうちで３月４日と10月９日の２日だけ｡その日に73を足した日が夏至と冬至になる｡73という数字は365を割れる数字
・トトナカ族のエル･タヒンのピラミッドはマヤ族のククルカンピラミッドの建造より1500～2000年以上古い時代に建造している｡
･ラ･ベンタ遺跡のステラ(メキシコ国立人類学博物館)のレリーフは｢龍の体内に描かれているのは宇宙船を操縦するオシュラフンティクで､彼が右手に持っている箱のようなものは人類をはじめとする動植物の遺伝子が保存された容器ではないか｣とロペス博士がコメント｡頭飾りの上の操作盤のようなものには四角に囲まれた二つの斜め十字が描かれている｡これはこれまでに出てきたカルトーシュの中に描かれた十字と同じで､宇宙からやってきたことを示す絵文字であるという｡龍(サーペント)は龍蛇族系宇宙人が乗った宇宙船を表している｡(ロペス博士説)
・人類は龍蛇族系宇宙人に誕生させられて以来､地球規模の大カタストロフィーによって何度か絶滅の危機を迎えている｡それがそのたびごとに復活を遂げているのは大カタストロフィーの到来前に遺伝子(ＤＮＡ)が保存されていたからであった｡
第14章 イサバ遺跡で見た龍神系宇宙人の絵文字
･下写真は｢月のピラミッド」から望む｢死者の大通り」(横幅40ｍ長さ２kmが南北に走っている｡)と｢太陽のピラミッド」
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・紀元前350年頃から建設が始まったとされる｡
・全盛期は20万人を超す人々が暮らしていた｡⇒７世紀に突然放棄され廃墟となってしまった｡上記写真は復元されたもの｡この都市の中に羽毛の蛇｢ケツァルコアトルを祀った祭壇｣｢〃レリーフ｣｢〃ピラミッド｣などが残されている｡
2-42-ケツァルコアトルのピラミッド

2-43-ケツァルコアトルの頭部像

2-44-神殿に残された壁画｡※トラロック神と呼ばれる雨の神も(写真↓)
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・イサパ遺跡－1940年代の初め､ガース･ノーマン博士が発見したもの｡下図はイサパ石碑25号｡発掘当初の各ステラの写真をより読み取りやすくするためにその上を線でなぞった図が保存されている
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右図はイサパ石碑

２号

第15章 龍蛇族系､レプリアン系の家系を誇りとするモニュメントの数々……
・タカリック・アバフ遺跡､グスタフ･ブリュールによって偶然発掘された｡
※Wikipediaによるとアバフ＝タカリク(Abaj Takalik)は､メキシコ､チャパス州に隣接するグアテマラ､Retalhuleu(レタルウレウ)州のEl Asintal(エル＝アシンタル)市管内､イシュチャ (Ixchiyá) 渓谷の西岸に位置する先古典期中期から後期(紀元前1000年頃～紀元後250年)にかけて繁栄した祭祀センターであって､多くの貴重な石碑や石彫の存在で知られる遺跡である｡
｢アバフ＝タカリク」の遺跡名は､この遺跡を研究していたアメリカの考古学者スザンヌ＝マイルスが､スペイン語で一旦piedra paradaと名づけた遺跡名をキチェー語のabaj(石)とtakalik(立ち並ぶ)を当てて改称したものである｡以来､アメリカや日本では､この遺跡名で知られてきたが､キチェー語の語順では､タカリク＝アバフが正しいため､最近､地元の希望で､グアテマラ政府が｢タカリク＝アバフ(Takalik Abaj)」を正式名称にしたようであるが､この記事では､学界や読書界で定着している｢アバフ＝タカリク」を用いる｡
・この遺跡の始まりは紀元前900年頃といわれている｡オルメカとマヤの融合が図られた様子がうかがえることから､それより古いものでは…
・この地で天体観測が行われていた｡
・おおくま座の北斗七星からりゅう座のイータ星に替えられたようだ｡
・2008年バーバラ･シェーバー博士発見
第16章 龍神･オシュラフンティクの降臨の姿を確認する!
・ビルバオ遺跡⇒コチマルワパ文化博物館､ドイツ人のハベルが発掘

・サン・ロレンソ遺跡

・キリグア遺跡

・11個のステラ､スペイン語で｢スーモロホ｣と呼ばれる｢獣型祭壇Ｂ｣､両目が斜め十字で開いたワニの口の中に人間の頭部が描かれている｡
・竜宮伝説で亀の乗り物で竜宮城へ⇒海底の宇宙人基地
・ロペス博士の発見により､マヤ文字800文字⇒18000文字
実際には75000文字近いキャラクターがあるのでは？
※2-64　コパンと同じく､ここには巨大遺跡はなく､石碑の彫刻などが見ものの遺跡だ｡
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※2-63

前頁の写真は獣型祭壇｡全体が亀になっていて､亀の口の中に王の顔が彫られている｡
左､下左､下右　　王の全身が彫られた石碑｡雨を避けるためか屋根がある
※2-66　獣型祭壇Ｐ
・マーク・センダー博士
・2-67-獣型祭壇Ｐの前のプレート

・2-68-獣型祭壇Ｏの前のプレート

・2-69-ステラＪに描かれた不思議な絵文字(両側面)
・2-70-レプテリアンを表す絵文字1
・2-71-絵文字2

・2-72-絵文字3ステラＪの絵文字群

・アセンションを予言した二つの｢獣型祭壇Ｐ｣と｢獣型祭壇Ｏ｣

・数値の読み間違いと2012年問題
・ボーム兄弟つまりボーム･アンド･ボームは2116年説
・2-58-不思議な図
・2-59-宇宙服を着た人物像

・2-60-レプテリアン的容姿をした人物像
・2-61-オルメカの遺跡から発見された宇宙服姿の人物像

・2-62-オルメカの遺跡から発見されたレプテリアン的〃
第17章 マ文字の解読は､龍蛇族のさらなる確証へとつながっていく……
・マヤ

・オルメカ

・サポテカ

・トルテカ
・数字の13と９と７

・さらに｢オシュラフンティク」の３は｢オシュラ｣､10は｢フン｣､聖なる存在｢ティク｣

・西洋では13は不吉な数字､６６６は悪魔の数字
・アレハンドロ長老がホテルを訪問｡震災に対するお悔みと深い同情｡衝撃だったのは｢世界のあちこちで､さらに大きな自然災害が発生し､たくさんの人々が多くの苦しみや悲しみに遭遇することになるだろう｣｢今､我々の目に見えない世界では､現実世界よりはるかに壮絶な戦い､聖なる者と邪悪な存在との戦いが行われている｣､そう語られたことだった｡
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・征服欲の強いオリオン系の宇宙人や彼らと組んだアストラル界の邪悪な存在は今､人類の進化を阻止しようと様々な企てを実行している｡一方､それを阻止するために､龍神や龍蛇族系宇宙人が戦っているのである｡
・また長老は､｢これから人類が遭遇することになる自然災害や経済崩壊､政治的混乱については､人類にとって産みの前の苦しみとして避けて通れないことである｣とも｡
・人類の一大転換期が近づいている今､世界中の多くの国々が想像以上の大規模な災害や政治的､経済的混乱に遭遇することは絶対に避けては通れないのである｡
・それだけに､我々は一時も早く､自分という存在がどこからやって来て､どこへ去ろうとしているのかといった､己自身の出生の秘密や､今こうした時代に地球という星に生きていることの意味､また何を為さねばならないかといった点をしっかり考えて､悔いのない生き方をしなければならない｡
・アレハンドロ長老はグアテマラの大統領補佐官としての職務についていた｡
第18章 過去世が結びつけた学校建設の縁!
・クスコで５つの小学校の建設､ミュージシャンのセサル･ラトーレとの出会い
・通学者は50人⇒100人超へ変化､食堂も増設
・度を越した物欲と金銭欲は教育とは逆さまに人を動物に変えてしまうようである｡
・学校建設が３つの村人のこれまでの考え方をすっかり変え､３村の父兄たちが力を合わせて学校建設に取り組んだという｡⇒学校建設に応じるための条件として３村の融和｢神はみなさんが融和を図らねば学校を造ってくれる人に巡り合せてくれませんよ｣と｡そして､学校建設に合わせて水を貯水池から引くことになった｡
第19章 エピローグに代えて
・｢アフンとして…｣｢四ツン這いになって這い回り､着るものも喰うものもなくなる｣ような事態に遭遇するのかもしれない｡何としてもその前に､我々は一刻も早く気づいて覚醒し､身魂の磨けた臣民になっておかねばならない｡
・今､見えない世界で｢正｣と｢邪｣の戦いが繰り広げられているこの時こそ､我々は自分の心の中での｢正と邪の戦い｣に打ち勝つべく､奮闘する必要があるのである｡獣となりてはいまわる人と空飛ぶ人と､二つにはっきり分かれる時が来る前にそれを為さねばならないのだ｡
・時の到来について､ロペス博士は月刊誌｢アネモネ｣の2011年３月号の中で次のように述べている｡ロペス博士に確認を取った上で､読み取りやすく要約している｡
現在蜂の世界の異変が世界中で相次いでいます｡ミツバチが突然いなくなったり､一部で舞い戻ってきたり……｡いずれにしろ､ミツバチがどんどん減ってきていることは事実です｡科学的見地から私が考えるには､その要因として｢遺伝子組み換えの問題｣や｢農業技術の問題｣があると思いますが､一番の問題はケム･トレイル(航空機を用いて有害な化学物質を意図的に散布することによって生じる独特の飛行機雲)ではないでしょうか｡…ケム･トレイルは蜂だけでなく､すべての生命に対して脅威です｡…マドリッド･コデックスの｢養蜂の章｣には蜂が｢黒い姿｣で描かれている絵があります｡そこには…理由が示されています｡
・蜂はたとえですから､蜂だけでなく｢生命体すべての危機｣というものに､私たちは気づかなければならないのです｡もし､人類がこのまま物質優先の考え方で生き続けるなら､おそらくその内にこの地上に存在できなくなるでしょう｡それが黒い蜂の予見するところでもあります｡
・アインシュタインも｢蜂がいなくなると､４年後くらいに人類が滅亡する｣と言い残しています｡…

・現代文明の中で､家を持つ､車を持つ､…そして､そのためにお金を儲けに血眼になっている｡それはまるで､終わりなき一つの罠に陥っているようなものです｡…
・社会が崩壊している今､私たちは人間としての本来の役割に気づくときが来ているのです｡一時も早く生命の根源に立ち返り､自然とつながりあい､精神的な道を歩むことが大切なのです｡
・｢マドリッド･コデックス｣の中には｢どのように時を数え､未来を見ていくか｣という､マヤ暦の真実に関する非常に重要な記述もあります｡その部分には｢2012年｣に関する内容が含まれていて､現在ちょうど､関連する石碑の文字の解読をしている最中です｡
・仮に地球と人類が高次元へ移行するというアセンションなる現象が､しばらく先のことだとしても､今から始めておかなければ間に合わないことは確かである｡
・今､神界や宇宙の彼方から龍神さんや龍蛇族系の宇宙人が来ているのも､みなそれを手助けして下さろうとしているからに他ならない｡それもこれもがみな､今という時を置いては二度とチャンスは巡って来ないからである｡それを考えたら､甘えやのんびりは決して許されないはずだ｡
・輝きと喜びに満ちた星｢アルス｣の到来はもうすぐそこに来ているのだから｡
・いずれにしろ､私のような凡人は与えられた使命を全うするために､ただ全力を尽くすだけである｡歳が幾つなどということはこの際関係ないのだ｡行くべき所には行く､為すべきときには為す､それが私の信条である｡…
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2012.2.10
資料

■岩絵－南米－メソアメリカ 
メソアメリカでは､メキシコ､ゲレーロ州にオルメカ文明の概念を表現した洞窟壁画がオシュトティトラン(Oxtotitlan)やフストラワカ(Juxtlahuaca)などで見られる｡また､マヤ文明の遺跡にも洞窟遺跡が多数知られており､そのうち､ロルトゥン(Loltun)､ナフ・トゥイニチ(Naj Tunich)の壁画が著名である｡
■岩絵－南米－ペルー南高地にある石期段階の岩陰遺跡､トケパラ(Toquepala)の狩猟を表現した壁画やアルゼンチン南部のサンタクルス州のクエバ・デ・ラス・マノスの手形の壁画が挙げられる｡後者は1999年に世界遺産に登録された｡
■ラ・ベンタ遺跡
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蛇の中の男(機械仕掛けの神)
ラ・ベンタ屋外博物館
※オシュトティトラン洞穴

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%88%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E6%B4%9E%E7%A9%B4
■ステラ(石板)
■コデックス(絵文書)
■トラロック(Tlaloc)は､メソアメリカ文明の宗教で広く信仰された雨と雷(稲妻)の神｡ヌウアルピリ(Nuhualpilli)とも呼ばれる｡トラロックは山の中に洞窟にすむと考えられ､大地に含まれる水とも関係が深いと考える見方もある｡
トラロックが干魃と雨を司っていると信じたアステカ人が､子どもを生け贄として捧げていたことから､アステカ文明で信仰されていた雨の神として有名である｡
その起源は先古典期終末期､紀元前1世紀のトラパコヤ遺跡出土の土器に蛇のような稲妻を伴った姿で描かれているのが最古とされるが､さらに古くオルメカ時代までさかのぼる可能性を主張する研究者もいる｡テオティワカンで主神､雨神としての信仰は隆盛をきわめた｡
テオティワカンにおいてトラロックは､他の神々と混同されてきたが､大きな目玉と上唇､大きな歯を特徴としていることのほかに最近の研究によって､口の中にジャガーの犬歯と睡蓮を表す文様を伴うトラロックAと､大きさがほぼ同じ円錐形の歯をもちサポテカの雨神コシーホに似た二又に分かれた舌を持つトラロックBと呼ばれる姿に描かれていることが解明されてきた｡
テオティワカンの衰退とともにその信仰は一時弱体化した｡一方で､テオティワカン人と交易をしていたマヤ文明でも引き継がれた雨の神はチャックと呼ばれる｡チャックの長い鼻に対しトラロックは大きな両眼と牙が特徴的である｡
トラロックは花の女神であるショチケツァルと結婚したが､テスカトリポカが女神を連れ去ったため､マトラルクエイェと再婚｡ウィシュトシワトル(Huixtocihuatl)と呼ばれる姉がいる｡
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トラロック(Tlaloc)は｢トラリ(Tlalli)｣から派生したとされる｡Tlalliは｢大地｣､oc は｢彼は座る｣の意であることから､文字通りに訳せば｢大地に座るもの｣という意味である｡トラロックは天からの恵まれた水の神であり､川のような｢すでに大地に存在する水｣の神は別に存在する(チャルチウィトリクエ)｡
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ペルーの岩陰遺跡のひとつ､トケパラ洞穴の壁画
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